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コ シ ョ ウ のFusarium菌 に よ る 立 枯 れ の 発 生 生 態

(1)コ シ ョ ウ の 感 染 部 位 と コ シ ョ ウ 枝 の 感 受 性
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                              Abstract 

 Three experiments were conducted to assess the sensitivity of injured or non-injured black-

pepper to the Fusarium pathogen. Firstly, attempts were made to infect non injured seedlings 

root at their tips or in their mid-portion. Secondly, injured and non injured sites at seedling 

stem bases were infected. Finally, for older plants cut branches, differing in age, were infected 

at the site of the wound. In experiments one and two, all plants died, indicating that they are 

very susceptible to Fusarium regarding of the infection site. In experiment three old and young 

branches did not differ in their sensitivities to the fungi.

コ シ ョウは,Fusarium solani f. sp. piperisに よって,

根,地 際部 の茎が侵 され て,根 腐 れ(Root-rot),茎 腐

れ(Foot-rot)症 状 を呈 して枯死 す る(Albuquerque,

1961;渡 辺,1963;津 田,1989)。 しか し,他 方,地

上部 の枝 が侵 され て胴枯 れ(Stem-rot)症 状 を呈 す る

こ とが主 な原 因 とな って,コ シ ョウが枯 死 す る と され

た(福 富 ら,1988)。 これ ら とは別 に,本 菌 の完 全 時

代 が見出 され,そ の病原 性が確認 されて(Albuquerque,

1976;浜 田 ら,1988;津 田,1989),病 名 を ネク トリ

ア病 とす るこ とが提案 されてお り(浜 田 ら,1988),ま

た症状 か ら立枯 れ病(米 山 ・Stein,1993)も 使 用 され

てい る。 この様 な状 況 か ら,本 報告 で は病 名 の特定 を

避 けた。

本病 害 は,根 腐 れ,茎 腐 れ症 状 を呈 す る ことは明 ら

かで あるが(Albuquerque,1961;渡 辺,1963;津 田,

1989),胴 枯 れ症状(福 富 ら,1988)以 外 は コシ ョウ

樹 におけ る感染 部位 が明 らか に されて い ないの で,コ

シ ョウ樹 にお け る感 染部位 お よび コシ ョウ樹 の新,旧

枝 の本 病病 原菌 に対 す る感 受性 につ い て検討 した。

材 料 お よび方 法

1.コ シ ョウ樹 の感 染 部位

コシ ョウ品種Guajarinaの 実生 苗(播 種後 約5か 月)

を,滅 菌 した アマ ゾ ン森 林 の表層 土壌 を入 れ た径15cm

の ポ ッ トに3株 ずつ植 えつ けた。 一方,コ シ ョウの発

病樹 か ら分離 され たF. solani f. sp. piperisをPDA平 板

培地 上 で10日 間培 養 した後,滅 菌水 に よって胞 子懸 濁

液 を作 成 し,そ れを滅菌 脱脂綿 に浸 して接種 源 と した。

接種 部位 は コ シ ョウ苗 の根 の先 端部,根 の中 間部位 に

は無傷 で,地 際部 の茎 には無傷 お よびメスで付 傷 して,

そ れぞれ 前記 の胞 子懸 濁 液 を含 んだ脱脂 綿 をそ れぞ れ

の部 位 に巻 きつ け てか ら,苗 をポ ッ トに植 え付 け た。

植 え付 け3,5,10日 後 に茎,葉 の萎 れ,褐 変 な どの症

状 を観 察 し,10日 後 には全 株 を抜 き取 って それ らの発

病 を記 録 した。

2.コ シ ョウ切 り枝 の感 受性

コシ ョウ品種Guajarinaの 樹 の1年 生 お よび2,3

年生 の枝 を採取 し,そ れ ぞれ に無傷 の ま ま,あ るい は

径5mmの コル クボ ー ラ ーで付 傷 した。 一 方,10日 間平

板 培養 した病原 菌 の菌叢 を,径5mmのdiscに 打 ち抜 い

てそ れ らを接種 し,湿 度 を保 って5日 後 に接種 部 の褐
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Table 1 Progress of disease caused by Fusarium in black-pepper

a) Inoculated with spores suspension. 

b) Numbers of infected plants/numbers of tested plants.

Table 2 Susceptivilities of young and older black-pepper branches to the Fusarium pathogen

a) Tested branches were injured with a cork-screw (diameter 5mm), and then were 

 inoculated with mycelial discs of Fusarium. 

b) Roots of black-pepper were dipped for 5min. into spore suspensions and then planted in the 

 soil.

変部 分 の長 さ を測 定 した。根 部 へ の接種 は,10日 間培

養 した病原 菌 よ り得 られ た胞子 懸濁 液 に,コ シ ョウ苗

の根 部 を浸 した後滅 菌 土 に植 え付 け,10日 後 に発 病 を

記録 した。

結 果お よび考 察

1. コシ ョウ樹 の感 染部位

コ シ ョウ樹 は根部 の先 端 お よび 中間部 分 ともに無傷

で本病 病原 菌 の感染 を受 け て,ほ とん どの株 が10日 後

に は枯死 した。 これ に対 して地際部 に対 す る接種 で は,

傷 の有 無 にか かわ らず3日 後 か ら発 病 し始 め,10日 後

に は全 株 が発 病枯 死 した(Table 1)。 本菌 の コシ ョウ

苗へ の感 染 の詳 細 につ いて の観 察 を行 って い ない が,

本 試験 で根 の先 端,中 間部位 お よび地 際 部の 茎 に無 傷

接 種 で発病 が み られた こ とは,そ れ らの 部位 か ら容易

に侵入 感染 した こ とを示 してい る。 この 点 は本 菌 がF.

solaniで あっ て,導 管病 を起 因 す るF. oxysporumと 異

な り,皮 層 部 には傷 の有 無 にか かわ らず,容 易 に貫 通

して(米 山 ・Srein,1993),侵 入 した もので あ ろ う。

2. コシ ョウ切 り枝 の感受 性

コシ ョウの切 り枝 には無傷 で はほ とん ど病 斑 が形成

され なか った の に反 して,付 傷 接 種で は容易 に形 成 さ

れ,日 時 の経過 と ともに病斑 は拡 大 した。根 部へ の接

種 で は,接 種10日 後 には全株 が発 病 枯死 した(Table

2)。 コシ ョウ枝 の1年 生 と2～3年 生枝 の本 病 に対 す

る感 受性 には,差 異 が み られなか っ た。
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